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Microsoft® Windows Server TM ターミナル サービスのライセンス体系変更と移行方法  

2005年12月
企業向け、教育機関向け、および官公庁向け -  Open License、Select、Enterprise Agreement、Academic ライセンス
本書は次の 3 つのトピックについて説明しています。
· Microsoft Windows Server 2003 の Windows ターミナル サービスのライセンスに導入された変更点
· デスクトップ OS の等価性（デバイス上に搭載されているOSの種類によってターミナルサービスCALの有無が異なりました。）の廃止に伴うWindows Server 2003 への移行の対象となるターミナル サービス (TS) の入手が必要なお客様
· お客様がWindows Server 2003 への移行方法で無償の TS クライアント アクセス ライセンス (CAL) を取得する手順
ターミナル サービスのライセンス方法の変更
ターミナル サービス機能は、Windows Server 2003, Datacenter Edition、Windows Server 2003, Enterprise Edition、Windows Server 2003, Standard Edition に標準搭載されています。 ターミナル サービス (Windows 2000 では、ターミナル サービス アプリケーション サーバー モードと呼ばれています) 、は、記した Windows Server 2003 のエディション上で稼動を可能とし、物理的にターミナルサービスが稼動しているサーバーをターミナルサーバーと言います。ターミナル サービスは、サーバー/CAL ベースのライセンス体系を採用しています。 ターミナルサーバーにアクセスする個々のユーザーまたはデバイスには、ターミナル サービスCAL と Windows Server 2003 CAL が必要となります。 
Windows 2000 Server のターミナル サービス CAL と Windows NT Server 4.0 のターミナル サービス CAL は、アクセスするデバイスごとにライセンスが必要でした (ユーザーごとのライセンスはありませんでした)。デバイスがターミナル サービス ソフトウェアのこれらのバージョンにアクセスする場合は、Windows Server CAL の他に、サーバー ソフトウェアと同じバージョンのターミナル サービス CAL  (たとえば、Windows 2000 ターミナル サービスに接続するには、Windows 2000 ターミナル サービス CAL) が必要でした。このルールの例外として、アクセスするデバイスが Windows Professional オペレーティング システム (OS) の対応するバージョン (またはそれ以降のバージョン) を実行している場合には、ターミナル サービス CAL は不要でした。たとえば、Windows XP Professional を実行しているデバイスの場合、Windows 2000 ターミナル サービスにアクセスするのにターミナル サービス CAL は不要でした。Windows Professional OS のライセンスが、TS ソフトウェアへのアクセスを許可する目的でターミナル サービス CAL と “等価” と考えられていたため、このライセンス条項はデスクトップ OS の “等価性” と呼ばれていました。    
Windows Server 2003 にはいくつかの変更が加わり、マイクロソフトのライセンスは、より一貫して柔軟になり、お客様のソフトウェア使用方法をより反映したものとなっています。ターミナル サービスのライセンス方法の変更は、こうした広範な改善プログラムの一環です。最初に、マイクロソフトでは、デバイスではなく特定の個人によるソフトウェアへのアクセスを許可する “ユーザー” CAL を導入しました。これにより、1 人のユーザーが複数のデバイスから TS ソフトウェアにアクセスする場合は、そのユーザー用に 1 つの CAL を取得すれば済むようになりました。次に、マイクロソフトでは、エクスターナル コネクタ ライセンスを導入しています。このライセンスでは、従業員やそれと同等の人間を除く、無制限の “エクスターナル ユーザー” (たとえば、パートナーや顧客) が、個々のターミナル サービス CAL がなくても、ターミナル サービス ソフトウェアにアクセスできるようになります。これらの変更により、Windows Server ライセンスと、その一部である TS ライセンスで多くのお客様のニーズに一層対応できるようになります。
さらに、前述したターミナル サービス CAL 用のデスクトップ OS の等価性は、Windows Server 2003 の導入により廃止になります。デスクトップ OS の等価性は、他の Windows Server ライセンスとは一貫性がなく、お客様にとって誤解を生む難解さの一つでした。同時に、ターミナル サービス自身は、ユーザーの操作性、管理性、スケーラビリティ、およびセキュリティの観点から機能が拡張されます。このため、Windows Server 2003 ターミナル サービス ソフトウェアにアクセスするすべてのユーザーまたはデバイスには、アクセス デバイスにインストールされているデスクトップ OS とは無関係に、Windows Server 2003 CAL と Windows Server 2003 ターミナル サービス CAL の両方が必要となります。
Windows Server 2003 ターミナル サービス ライセンス要件の要約 : 
1) Windows Server 2003 ターミナル サービスを実行しているサーバーに接続するすべてのユーザーまたはデバイスには、Windows Server CAL に加えて、次のいずれかが必要となります。
a. Windows Server 2003 TS デバイス CAL - デバイス CAL はデバイスに割り当てられます。
b. Windows Server 2003 TS ユーザー CAL - ユーザー CAL は個々のユーザーに割り当てられます。
c. 認定されたエクスターナル ユーザーの場合、TS エクスターナル コネクタ ライセンス。
2) ターミナル サービス ソフトウェアを実行している個々のサーバーには、エクスターナル コネクタ ライセンスを取得できます。これにより、無制限の “エクスターナル ユーザー” がサーバー ソフトウェアのコピーにアクセスできます。エクスターナル ユーザーとしては、企業の職場に配置されている従業員、臨時要員や請負業者、または企業がホスティング サービスを提供する顧客は該当しません。一般に、エクスターナル ユーザーとは、企業のビジネス パートナーまたは顧客 (サーバー ソフトウェアがホスティングされていない顧客) のことです。
デスクトップ OS の等価性の廃止を考慮して、マイクロソフトでは、Windows Server 2003 の発売時点 (2003 年 6 月 25 日) で Windows XP Professional のライセンスを取得している (またはソフトウェア アシュアランス (またはその他のアップグレード保証) の下で Windows XP Professional にアップグレードする資格のある) お客様の便宜を図るための移行方法をご用意しています。2003 年 6 月 24 日 (つまり、Windows Server 2003 の発売日) 以前に Windows XP Professional ライセンス (または Windows XP Professional にアップグレードする資格のあるWindows Professional のアップグレード保証 (アップグレードアドバンテージ、ソフトウェア アシュアランス、エンタープライズアグリーメント、キャンパス アグリーメント、スクール アグリーメントを含む)) を取得したお客様には、無償で Windows Server 2003 ターミナル サービス CAL が付与されます。 
移行方法の対象となるお客様
ターミナル サービス CAL を無償で取得するためには、お客様は次のいずれかの基準を満たしている必要があります。
· 2003 年 6月 24 日 以前に Windows XP Professional ライセンスを取得していること
· 2003 年 6 月 24 日以前に、Windows デスクトップ オペレーティング システムを対象とする、有効なソフトウェア アシュアランスかアップグレード アドバンテージ、または有効な（Windows XP Professional にアップグレードする資格のある）エンタープライズアグリーメント、スクール アグリーメントかキャンパス アグリーメントを保有していること
Windows Professional のアップグレード保証があるお客様には、無償のターミナル サービス CAL に加えてそのアップグレード保証も付与されます。アップグレード保証のない Windows XP Professional ライセンスを持つお客様には、アップグレード保証のない無償のターミナル サービス CALが与えられます。その他すべてのお客様は、販売会社を通じて正規の価格で Windows Server 2003 のターミナル サービス CAL を取得する必要があります。この中には、旧バージョンの Windows デスクトップ OS (たとえば Windows 2000) を持つお客様を始め、2003 年 6 月 25日以降に Windows XP Professional のライセンスを取得したお客様も含まれます。
移行方法への参加手順
有資格のお客様が、無償のターミナル サービス CAL のトークンを取得する方法は、対応する Windows XP Professional ライセンスの取得方法により異なります。以下の 2 つのシナリオをご確認ください。
シナリオ 1: ボリューム ライセンスを通じて取得された Windows XP Professional ライセンス - お客様は、ターミナル サービス ライセンス管理ツールの “ライセンスのインストール” 機能を使って、ボリューム ライセンス プログラムの情報 (プログラムの種類に応じて契約番号、ライセンス認証番号など) を、ターミナル サービス CAL トークンの要求番号や種類とともに提供する必要があります。ターミナル サービス ライセンス管理ツールに入力された情報は、マイクロソフト クリアリングハウスで検証され、トークンに対する要求が資格授与プログラムの境界内で失敗したときに備えて、ライセンス トークンがターミナル サービスのライセンス サーバーにインストールされます。  
シナリオ 2 : パッケージ製品または OEM 製品として取得された Windows XP Professional ライセンス -パッケージ製品または OEM 製品で Windows XP Professional ライセンスを取得したお客様は、そのソフトウェアに関するプロダクト キーを入手します。2003 年 6 月 25 日以降、該当するお客様は、ターミナル サービス CAL のトークンを取得するための Web サイト (http://licensecode.one.microsoft.com/transition/) にアクセスし、“クライアント アクセス ライセンス トークンのインストール” オプションを使ってプロダクト キーを入力できます。Web サイトではその資格が検証されます。検証が行われると、Web サイトでは、ターミナル サーバー ライセンス管理ツールで入力する必要があるライセンス キー パックがお客様に返されます。
無償のターミナルサービス  CAL に対してソフトウェア アシュアランスを取得する方法 : お客様がこの移行方法の一環として受け取ったターミナル サービス CALに対してソフトウェア アシュアランス (SA) を取得されたい場合、2004 年 2 月 29 日までであれば購入可能です。通常、SAは、お客様がライセンスを取得した時点で購入していただくことになっておりますが、この移行方法では、お客様は、2004 年の2月末までにターミナル サービス CAL のソフトウェア アシュアランスを購入いただくことが可能です。また、無償で取得したWindows Server 2003 ターミナル サービス CALに対する ソフトウェアアシュアランスの移行用の製品型番を発注いただくことになります。移行用の製品型番は、L&SA（ライセンス＆ソフトウェアアシュアランス）の形態で提供されており、2003 年 6 月 1 日～ 2004 年2 月 29 日まで利用可能です。お客様は、L&SAを購入いただくことになりますが、このライセンスは、お客様が受け取られる無償の TS CAL に加わる第二のライセンスではなく、その無償で提供されたライセンスそのものを表します。

本移行方法もしくは上記移行手順に関して、ご不明な点がございましたら、下記のマイクロソフトインフォメーションセンターまでお問い合わせください。尚、技術的なご質問にはお答えできませんので、ご了承ください。

マイクロソフト インフォメーション センター　 (9:30-12:00および13:00-19:00 土日祝祭日、弊社指定休業日を除く) 

東京：03-5454-2300    大阪：06-6347-9300



よくあるご質問 （FAQ）

質問 : Windows デスクトップ OS とターミナル サービス CAL との間の OS の等価性はなぜなくなるのですか。Windows デスクトップの今後のバージョンでは、なぜ無償のターミナル サービス CAL の権利が得られないのですか。
回答 : 主に次の 2 つの理由があります。1 つはターミナル サービス CAL の本質的な価値の増大であり、もう 1 つの理由は、マイクロソフトの新しいライセンス フレームワークとの一貫性です。
価値の増大
マイクロソフトが Microsoft Windows Server 2003 のリリースで Microsoft ターミナル サービスに新機能を追加したことが重要なポイントです。Microsoft ターミナル サービスの今回のリリースでは、以前の製品よりも高い価値が提供され、追加機能によってお客様により良い独創的なソリューションが提供されます。以下に、ターミナル サービス CAL で得られるいくつかの改善点を要約します。
· ユーザー操作性の向上
· 高度なリソース リダイレクション : (ディスク ドライブ、ローカル プリンタとネットワーク プリンタ、シリアル デバイス、スマート カード、クリップボード、タイム ゾーン、オーディオ出力、Windows キー コンボ)

· ハイ カラー (最大 24 ビット)、1600x1200

· 管理性の拡張
· WMI、グループ ポリシー、ADSI、MMC スナップイン、ソフトウェア制限ポリシー
· Microsoft Windows システム リソース マネージャ (WSRM) - Microsoft Windows  Server 2003 のエンタープライズ エディションに付属
· スケーラビリティの増大
· スケールアップ : より大きな SMP システムにおけるスケーラビリティの改善
· スケールアウト: 負荷分散のサポート (セッション ディレクトリ)

· セキュリティの拡張
· 128 ビットの双方向 RC4 暗号化
· 連邦情報処理規格 (FIPS) 暗号化レベル
· スマート カードのサポート
マイクロソフトの新しいソフトウェア ライセンス フレームワークとの一貫性
前述のように、ターミナル サービスのライセンスに加わった変更は、Windows Server 2003 のライセンス体系の改善と一貫しています。
· ターミナル サービスのライセンスは、主として OS の等価性という条件があるために非常に紛らわしいというご意見をお客様からいただきました。Microsoft Windows ターミナル サービスの使用時には Microsoft Windows CAL と Microsoft Windows Server ターミナル サービス CAL の両方が必要なため、同じライセンス構造を持つことで複雑さがなくなります。
· Microsoft Windows ターミナル サービスでは、以前の Microsoft Windows ターミナル サービスのライセンス モデルでお客様が直面された多くの問題を解決するために、ユーザー CAL とエクスターナル コネクタというオプションを追加しています。OS の等価性条件を新しい CAL オプションと連動して維持した場合には、お客様は複雑な計算を行って、取得するライセンスとその期間を決定しなければなりません。ユーザー CAL とエクスターナル コネクタの詳細については、ボリュームライセンスプログラムの Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/info/license/brief/ServerLicensing.asp) を参照してください。
· OS の等価性条件により、お客様が不適合になる可能性がありました。以前は、お客様が最新バージョンのデスクトップ オペレーティング システムを実行された場合、それらのデバイスには、Microsoft Windows Server オペレーティングシステム内で Microsoft Windows ターミナル サービスへのアクセス権が与えられました。ただし、新しいサーバー オペレーティング システムにアップグレードしても、デスクトップのオペレーティング システムをアップグレードしなかった場合は、Microsoft Windows Server ターミナル サービス CAL の取得が必要でした。デスクトップ OS のアップグレードの頻度によっては、お客様のライセンスとの適合性が容易に可/不可になっていました。このため、大変な不満や誤解が生じました。
· Microsoft Windows Server とデスクトップのオペレーティング システムの発売は、現在では異なるスケジュールで行われます。過去には、サーバーとデスクトップのオペレーティング システムの発売を、同じ日程で行うことがよくありました。たとえば、Windows 2000 Server と Windows 2000 Professional は同時期に発売されました。Windows XP Professional デスクトップ オペレーティング システムの発売に伴い、デスクトップとサーバーの発売時期は分離されました。この結果、“等価性” 条件の下で、どのデスクトップ OS が別のターミナル サービス CAL を取得せずにターミナル サービスへのアクセス権を得られる対象となるのかを理解することが、お客様にとって困難になってきました。
質問 : Windows 2000 Server では、Windows 2000 Professional デスクトップは、ターミナル サービス CAL が不要でした。なぜWindows 2000 Professional は、無償のターミナル サービス CAL の対象にならないのですか。
回答 : ターミナル サービスの以前のリリースでは、サーバー OS リリース時の最新の Windows Professional リリースに、無償のターミナル サービス CAL の権利が与えられました。ライセンス モデルが変更されず、等価性条件が依然有効であったとすれば、Windows XP Professional のみが、最新のデスクトップ OS リリースであるため、 “等価” なデスクトップとして認定されます。Windows 2000 Professional には、Windows Server 2003 ターミナル サービスへのアクセス権は付与されません。このため、移行方法では XP Professional のお客様に焦点を当てています。
質問 : この移行方法でターミナル サービス CALを取得する権利 はいつまで有効ですか。 
回答 : お客様には、2007 年 6 月 30 日まで上記の手順に従い、無償のターミナル サービス CAL を受け取っていただく必要があります。この期間中、移行 Web サイト、Terminal Service License Manager、および Microsoft Clearinghouse では、適切な数のターミナル サービス CAL トークンを、自身の資格を証明したお客様に分配する体制を整えています。この期間を過ぎると、お客様は、無償のターミナル サービス CAL のこうした既得権プロセスに対する権利が失われます。
質問 : Windows XP Professional ライセンスは、Windows Server 2003 の発売直後まで購入しないように、予算を設定しています。この場合、これらの無賞ターミナル サービス CAL を取得する方法はありますか。
回答 : 2003 年 6 月 24 日以前に取得された Windows XP Professional ライセンスのみ、無償のターミナル サービス CAL ライセンスの対象になります。マイクロソフトには、2001 年 10 月以降ソフトウェア アシュアランスというライセンスのオプションを提供しています。このオプションを購入された（または契約された) お客様には、有効期間中に提供された最新のソフトウェア バージョンにアップグレードする権利があります。このオプションを購入されなかったお客様は、無償のターミナル サービス CAL を取得できる期日までに、新しい Windows XP Professional ライセンスを取得する必要があります。
質問 : デスクトップには他の Windows オペレーティング システム (Pro 以外) のライセンスがインストールされていますが、それらのライセンスのアップグレードを保証する ソフトウェア アシュアランス も持っています。6 月 24日以前に Windows XP Professional にアップグレードしたくないのですが、それでも無償のターミナル サービス CAL を受けることができますか。
回答 : 受けられます。Windows XP Professional をインストールしていなくても、たとえば、ソフトウェア アシュアランス、アップグレード アドバンテージ、エンタープライズ アグリーメントを通じて、Windows XP Professionalにアップグレードする権利をお持ちであれば、無償の Windows Server 2003 ターミナル サービス CAL の対象になります。
質問 : 使用している Windows デスクトップを対象とする、Windows XP Professional のリリース時点で有効であった エンタープライズアグリーメント、アップグレードアドバンテージ、ソフトウェアアシュアランスがありましたが、その契約を失効させてしまいました。しかし、Windows XP Professional に対する権利は持っているので、その契約の対象となっていたデスクトップに対して、ターミナル サービス CAL を取得することはできませんか。 
回答 : 取得できます。Windows XP Professional のリリース後にアップグレード保証が期限切れになったということであれば、Windows XP Professional に対する永続的な権利があります。このため、契約が失効した時点でアップグレード保証の対象となっていたデスクトップに対しては、移行方法で Windows Server 2003 ターミナル サービス CAL を取得する資格があります。その後、これらのターミナル サービス CAL を Windows Server CAL とともに使用できます。
質問 : Windows XP Professional を持っている場合、ターミナル サービス CAL の今後のバージョンにアップグレードも可能ですか。それとも、現在のバージョンだけですか。
回答 : この移行方法で与えられる無償のターミナル サービス CAL は、Windows Server 2003 にのみ適用されます。Windows Server 2003 以降のターミナル サービスの今後のバージョンにご興味をお持ちのお客様には、そのターミナル サービス CAL に対してソフトウェアアシュアランス の取得を検討していただくこともできます。
質問 : TS ライセンスの移行方法の一環として、ターミナル サービスのユーザーCAL またはデバイス CAL のいずれかを利用することができますか。
回答 : 利用いただけます。移行方法の対象となるお客様は、対象の各デスクトップ ライセンス用にターミナル サービス ユーザー CAL とターミナル サービス デバイス CAL のいずれかを選択できます。これにより、お客様は、Windows Server 2003 が発売されたときに Windows Server CAL とともに新しいターミナル サービス ユーザー CAL を活用できます。 
質問 : 無償のターミナル サービス CAL を受け取った後、それを最新に維持するためのソフトウェアアシュアランス を購入するには、期間の制限がありますか。
回答 :  通常、ソフトウェアアシュアランス をお望みのお客様には、その基となるライセンスの取得と同時にソフトウェアアシュアランスを購入いただくことになっております。ソフトウェアアシュアランスの更新では、その製品に応じて 30 ～ 90 日の発注猶予期間を設けています。お客様は 2003 年6月 以降直ちにターミナル サービス CAL を取得することができます。また、その際には、無償ターミナルサービス CAL ユーザー様向けのソフトウェアアシュアランスをご発注頂く必要がございます。今回の移行方法で取得した無償のターミナル サービス CALでは、ソフトウェアアシュアランス を取得可能な猶予期間を通常 の90 日ではなく、2004 年 2 月 29 日まで延長します。この期間を過ぎると、ターミナル サービス CAL のアップグレードをお望みのお客様がソフトウェアアシュアランスをお持ちでない場合、新しいターミナル サービス CAL を取得していただく必要があります。

質問 : ターミナル サービス CAL に ソフトウェアアシュアランス を追加した場合、ソフトウェアアシュアランス の価格はいくらになりますか。
回答 : これらの無償ターミナル サービス CAL の ソフトウェアアシュアランス の価格は、正規に取得したターミナル サービス CAL のソフトウェアアシュアランス と同等の価格です。つまり、年額料金でいうと新規ライセンス価格の約19% です。新規ライセンス価格は、お客様が通常ライセンスを取得される販売会社やプログラムによって異なります。
質問 : 無償のターミナル サービス CAL の提供には、教育機関向けライセンスプログラムのお客様が含まれますか。
回答 : Windows XP Professional のアップグレード保証が Windows Server 2003 の発売時に有効な、キャンパス アグリーメントとスクール アグリーメントのお客様は、契約対象の各デスクトップまたは 各ユーザーが Windows Server 2003 ターミナル サービス CAL の対象になります。この提供による Microsoft Windows ターミナル サービス 2003 CAL については、アップグレード権は提供されません。
質問 : エンタープライズ サブスクリプション アグリーメントのお客様、サービスプロバイダライセンスプログラムのお客様など、その他のライセンスプログラムのお客様についてはどうですか。移行方法の下で無償のターミナル サービス CAL の対象になりますか。
回答 : エンタープライズ サブスクリプション アグリーメントのお客様は、対象の各 Windows デスクトップに対して Windows Server 2003 用の無償ターミナル サービス CAL を使う権利を受け取りますが、その権利は既存の加入契約の終了時に無効になります。たとえば、EA のお客様が 2003 年 6 月 24 日に契約を開始したとすると、お客様は 2006 年 6 月 24 日 (つまり、契約の満了日) まで、対象の各デスクトップに対して Windows Server 2003 用の無償ターミナル サービス CAL を使う権利を保持しますが、それ以降は、契約の満了や更新とは無関係に、マイクロソフトでは、お客様にターミナル サービス CAL の継続使用料の支払いを要求することになります。
サービスプロバイダライセンスプログラムのお客様は、月額でサービスを利用しています。このユニークな構造と、Windows デスクトップ ライセンス (ターミナル サービス CAL の等価性が関連付けられる) が サービスプロバイダライセンスプログラム 契約の一部になっていないという事実から、サービスプロバイダライセンスプログラム カスタマはこのターミナル サービスの移行方法には含まれません。
質問 : エンタープライズアグリーメント（EA）では、将来契約に追加されるデスクトップにも、同様に無償の TS CAL が与えられますか。
回答 : 与えられます。EA と EA Subscriptionのお客様がマイクロソフトのソフトウェアに対して行う確約を認め、2003 年 6 月 25 日より前に署名された契約に将来追加されるデスクトップにも、Windows Server 2003 ターミナル サービス CAL が与えられます。つまり、これらの整合化されたデスクトップには、その他の移行方法の参加者と同じ権利が与えられます。資格を有する会社は、同じターミナル サービス トークン取得プロセスを通じて、これらの無償ターミナル サービス CAL を受け取ります。
質問 : これらの無償ターミナル サービス CAL に対する適合性を証明するにはどうすればよいですか。CAL に対する権利を確認する資料は送付されますか。
回答 : お客様がターミナル サービス CAL のトークンを取得するための Web サイトにアクセスされると、2003 年 6 月 24 日以前に取得した Windows XP Professional の各ライセンスがターミナル サービス CAL のライセンスと等しいことを確認するレターが表示されるので、それをダウンロードすることができます。お客様が保有する Windows XP Professional ライセンスとこのレターにより、マイクロソフトのライセンス要件は満たされます。
質問 : Windows 2000 Server のライセンス モデルは変更されますか。
回答 : いいえ。Windows 2000 Server のライセンスは変更されません。お客様には今までどおりデバイスごとにサーバーを提供し、Windows 2000 Professional と Windows XP Professional のデスクトップは、別のターミナル サービス CAL を取得しなくても今までどおり Windows 2000 ターミナル サービスに接続できます。ユーザー CAL とエクスターナル コネクタは、Windows 2000 Server で提供されません。  
質問 :以前のターミナル サービス リモート管理モードを使用して Windows Server をリモートで管理しているだけの場合、ターミナル サービス CAL を取得する必要がありますか。
回答 : いいえ。Windows 2000 の場合と同様、リモート デスクトップを使ってサーバーをリモートで管理するために、Windows Server 2003 サーバーに対して最大 2 つの同時接続が行われます。この際、ターミナル サービス CAL は不要です。  
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